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西
砂
学
習
館
で
は
9
月
15
日（
木
）ま
で
、
フ
ェ
ン
ス
工
事
に
伴
い
、
駐
車
場
の
一
部
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
問
西
砂
学
習
館
☎（
5
3
1
）0
4
3
1

に
、
次
の
通
り
家
庭
や
地
域
に
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め

に
　
▼
早
寝
・
早
起
き
な
ど
規
則
正

し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
▼
家
族

と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
方
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
ょ
う
▼
あ
い
さ
つ
の

習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う

●
事
故
や
危
険
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
▼
自
転
車
の
乗
り
方
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
▼
外
出
の
と
き
は
、
家
族

に
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
必
ず
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
▼
人
け
の
な
い
と
こ
ろ

や
危
険
な
場
所
で
遊
ぶ
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
の
有
害
サ
イ
ト
は
見
な
い
、
開

　
夏
休
み
は
、
日
ご
ろ
で
き
な
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
絶
好
の
期
間

で
す
。
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
、
友
達
や
地
域
と
の
交
流

を
深
め
、
有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夏
休
み
は
自
由
な
時
間
が

多
く
、
学
校
と
違
う
環
境
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
ま
す
が
、
そ

の
反
面
で
事
故
や
問
題
行
動
が
起
こ

り
や
す
い
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。
市

長
が
会
長
を
務
め
る
立
川
市
青
少
年

問
題
協
議
会
は
、
7
月
20
日（
水
）〜

8
月
31
日（
水
）を
夏
休
み
対
策
期
間

と
し
、「
心
と
か
ら
だ
を
鍛
え
、
健

全
な
夏
休
み
に
し
よ
う
」を
テ
ー
マ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
▼
知
ら

な
い
人
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な

っ
た
と
き
な
ど
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を

鳴
ら
し
、「
こ
ど
も
1
1
0
番
」の
ス

テ
ッ
カ
ー（
左
写
真
）が
貼
っ
て
あ
る

お
店
や
家
に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
夏
休
み
中
も
、
何
か
心
配

事
が
あ
れ
ば
学
校
や
教
育
相
談
☎

（
5
2
7
）6
1
7
1
Fax（
5
2
8
）

6
8
7
5
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
▽
立
川
市
青
少
年
問
題
協
議
会
事

務
局（
子
ど
も
育
成
課
内
）内
線
1
3

0
5
▽
指
導
課
・
内
線
2
4
9
8

　市は、市民活動団体等が市や他の団体と協働して行う公益的な事業に
対し、必要な経費の一部を補助する「協働のまちづくり推進事業補助金
制度」を設けています。
●協働事業（複数の団体が協働して行う事業）
　公開審査会の結果、平成28年度の補助金交付事業を下表の通り決定
しました。

　限度額適用（標準負担額減額）認定証は、１か月にかかった医療

費が定められた自己負担限度額を超えたときに窓口で負担する金

額を自己負担限度額までにとどめたり、入院時の食事代を減額し

たりするものです。現在発行されている認定証の有効期限は７月

31日㈰です。８月１日㈪から有効な認定証が必要な方は、７月

19日㈫以降に保険証と印鑑を持って保険年金課（市役所１階６番

窓口）で申請してください。

　ただし、次の方は申請の必要はありません。

▶70歳以上で平成28年度の住民税が課税されている世帯の方（国

民健康保険高齢受給者証や後期高齢者医療被保険者証に限度額適

用認定証と同じ役割があります）

▶後期高齢者医療制度の加入者のうち、７月31日㈰まで有効な

認定証をお持ちで、平成28年度の住民税が非課税の世帯の方〔８

月１日㈪から有効な認定証を７月中に郵送します〕

問保険年金課医療給付係・内線1402

　皆さんも市民活動団体が行う、まちづくり活動にぜひご参加ください。
事業のくわしい内容などは協働推進課までお問い合わせください。
問協働推進課協働推進係・内線2627

●アイデア提案事業（団体が市と協働して行う事業）
　昨年の審査会で補助金の交付が決定し、平成28年度に実施するアイデ
ア提案事業の中間報告会が行われました。事業内容は下表の通りです。

　
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
75
歳

以
上
の
方
と
65
歳
以
上
の
一
定
の
障

害
の
あ
る
方
が
対
象
）の
納
入
通
知

書（
年
金
天
引
き
の
方
は
、
特
別
徴

収
額
決
定
通
知
書
）を
7
月
11
日

（
月
）か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
主
宛
て

（
世
帯
員
の
み
が
加
入
し
て
い
る
場

合
も
同
様
）に
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
、
加
入
者
宛
て
に
送
付
し

ま
す
。

　
納
入
通
知
書
・
特
別
徴
収
額
決
定

通
知
書
は
、
保
険
料
の
額
の
ほ
か
、

納
付
方
法
や
納
期
限
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
申
告
を

　
世
帯
主
と
加
入
者
の
総
所
得
金
額

等
の
合
計
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場

合
に
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

収
入
・
所
得
が
な
か
っ
た
方
も
、
課

税
課（
市
役
所
1
階
36
番
窓
口
）ま
た

は
保
険
年
金
課（
市
役
所
1
階
6
番

窓
口
）で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
1
4

1
6国

民
健
康
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は

　
あ
ら
ゆ
る
資
産
の
活
用
を
図
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
生
活
が
困
窮
し
保

険
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
申
請
す
る

こ
と
で
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
賦
課
係
・
内
線
1
4

1
6国

民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送

　
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月
31
日

（
日
）で
す
。
8
月
1
日（
月
）か
ら
使

用
で
き
る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
期
限
が

切
れ
た
古
い
高
齢
受
給
者
証
は
裁
断

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の

自
己
負
担
割
合
は
、
平
成
27
年
中
の

所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
2

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
を
郵
送

　
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

証（
オ
レ
ン
ジ
色
）の
有
効
期
限
は
、

7
月
31
日（
日
）で
す
。
8
月
1
日

（
月
）か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い
被
保

険
者
証（
藤
色
）を
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
期
限
が
切
れ
た
古
い
被
保

険
者
証
は
裁
断
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の
自

己
負
担
割
合
は
、
平
成
27
年
中
の
所

得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
給
付
係
・
内
線

1
4
0
2

国
民
健
康
保
険
料 

・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

「
こ
ど
も
1
1
0
番
」の
目
印

協働のまちづくり推進事業
補助金交付事業が決定

7月19日から限度額適用認定証の
更新ができます

事業名 事業概要 団体名 交付額

オトナリat たち
かわ

子ども未来センターで、誰でも
参加できるフリーライブとまち歩
きイベントを実施

オトナリ
立川南口商店街
連合会

50万円

市民の手による
立川市の財政白
書づくり

市が昨年度発行した「立川市の
財政白書」の追補版を作成し、
市民を対象とした学習会などを
実施

たちかわ・財政
を考える会
たちかわ市民み
らい会議

20万円

事業名 事業概要 団体名等 交付額

市民による生き
物データベース
づくり事業

公園や緑地、河川敷など、身
近な場所で生き物観察会を開催
し、市民からの情報をもとに生
き物のデータベースを作成

NPO 法人教育支
援協会東京西
市環境対策課

50万円

2016 石田倉庫の
アートな２日間

美術作品の展示やもの造り現場
の公開、アートツアーなどを行
う２日間の総合的アートイベント
を開催

石田倉庫の住人
市地域文化課 35万円

夏
休
み
を
元
気
に

有
意
義
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

国民健康保険・後期高齢者医療制度

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）


